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災
害
跡
地
に
咲
く
花
は

復
興
の
シ
ン
ボ
ル

つ
た
え
る
け
ん

　

雄
大
に
そ
び
え
立
つ
雲
仙
・
普
賢
岳
や
湧
水

群
、良
質
の
温
泉
な
ど
、素
晴
ら
し
い
自
然
に
恵

ま
れ
た
島
原
市
。同
時
に
そ
れ
は
火
山
活
動
に

よ
る
も
の
で
、平
成
３
年
に
発
生
し
た
雲
仙
・
普

賢
岳
大
火
砕
流
で
は
、多
く
の
方
が
犠
牲
と
な

り
、甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

島
原
市
上
折
橋
町
も
火
砕
流
に
よ
っ
て
多
く

の
民
家
が
焼
失
。そ
の
跡
地
は
現
在
、花
の
名

所「
し
ま
ば
ら
火
張
山
花
公
園
」と
な
り
、訪
れ

る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

は
、「
し
ま
ば
ら
芝
桜
公
園
」と
い
う
名
称
で
親

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
２
月
に「
し
ま

ば
ら
火
張
山
花
公
園
」に
改
称
。２
２
６
年
前

の
噴
火
当
時
、現
在
地
で
火
の
見
張
り
を
し
て

い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。「
全
体
で
９　

の
敷
地
に
、３
月
下
旬
か
ら
桜
や
菜
の
花
、４
月

中
旬
か
ら
芝
桜
、そ
の
後
ポ
ピ
ー
が
咲
き
、秋
に

な
る
と
コ
ス
モ
ス
や
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
ま
す
。

背
後
に
は
平
成
新
山
、目
の
前
に
は
有
明
海

を
望
む
、最
高
の
景
色
で
す
」と
語
る
の
は
、

『
N
P
O
法
人
芝
桜
公
園
を
つ
く
る
会
』の
理
事

長
、松
本
良
一
さ
ん
。地
元
で
酪
農
を
営
む
松
本

さ
ん
は
、火
砕
流
に
よ
る
影
響
で
大
切
に
し
て

い
た
牛
舎
を
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。消

防
団
員
と
し
て
も
被
災
者
の
救
助
に
あ
た
り
、

災
害
の
悲
惨
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

噴
火
活
動
の
終
息
後
、被
害
に
あ
っ
た
上
折

橋
町
の
土
地
に
砂
防
ダ
ム
を
造
る
た
め
、国
が

買
取
り
更
地
に
整
備
。そ
の
広
大
な
土
地
を
見

て
、松
本
さ
ん
た
ち
島
原
の
有
志
が
公
園
を
造

る
こ
と
を
発
案
。全
国
的
に
注
目
さ
れ
始
め
て

い
た
芝
桜
を
植
え
て
み
よ
う
と
、松
本
さ
ん
が

自
前
の
農
機
具
で
土
地
を
耕
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
、平
成　

年
４
月
に「
し
ま

ば
ら
芝
桜
公
園
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
災

害
時
に
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
全
国
の
皆
さ

ん
に
、復
興
し
て
い
る
姿
と
感
謝
の
気
持
ち
を

花
の
力
で
発
信
し
た
か
っ
た
。一
面
に
咲
く
芝

桜
を
見
て
、災
害
か
ら
の
復
興
を
実
感
し
ま
し

た
」。松
本
さ
ん
は
、現
在
も
ほ
ぼ
毎
日
、公
園

の
管
理
・
整
備
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
。力

強
い
仲
間
や
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
、

そ
し
て
企
業
や
団
体
か
ら
の
寄
付
な
ど
に
も

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
春
と
秋
の
花
祭
り
に
は
、期
間
中
そ

れ
ぞ
れ
お
よ
そ
３
万
人
が
来
園
。松
本
さ
ん

は
、来
園
者
に
火
砕
流
直
後
の
航
空
写
真
な
ど

を
見
せ
な
が
ら
、噴
火
災
害
に
つ
い
て
説
明
す

2

る
な
ど
、災
害
の
歴
史
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
公
園
は
ダ
ム
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
た

め
、道
路
か
ら
は
花
が
見
え
ま
せ
ん
。そ
の
分
、

公
園
に
入
っ
て
花
を
見
た
時
の
感
動
が
大
き

く
て
、み
ん
な
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
」。

　

災
害
跡
地
に
咲
い
た
花
々
は
、た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
元
気
を
与
え
て
い
ま
す
。平成新山を望む「しまばら火張山花公園」（旧しまばら

芝桜公園）では、3月24日（土）から「春の花まつり」が
開催され、さまざまな花を楽しめる。期間中「島原物産市」
が同時開催

表紙の絵にスマホやタブレットをかざすと

AR動画が見られます！

step1

step2

まずは無料のARアプリ「COCOAR2」をスマ
ホやタブレット端末にダウンロード

「COCOAR2」を起動し、表紙イラスト（P11の
レシピの写真も動画が見られます）を読み込ん

でみましょう。画像を感知すると、
自動で動画が再生されます。読み
込んだあとは、端末をかざしてい
なくても見ることができます

iOS向け「App Store」またはAndroid向け「Google Play 
S to re」から「COCOAR2」で検索。無料のARアプリ
「COCOAR2」（ココアル2）をダウンロードして、対応する端
末にインストールしてください。（パンダに「2」がついているア
イコンが目印です）

App Store

Google Play Store⇨
COCOAR2

COCOAR2
検索

※一部対応していない機種もあります

動画でつたえるけん

Scan!

※BGMには、大島ミチルさん作曲
　「Nagasaki Green&Blue」を
　使用しています。

秋の『秋桜まつり』には一面にコスモスの花が咲く

春には約3万株の芝桜や約500万
本のポピー、約1,000万本の菜の
花が咲き誇る
◇環境保全・維持管理協力金
　大人 300円（高校生以下無料）
◇無料駐車場・トイレ完備

『NPO法人芝桜公園をつくる会』の会員は約60名。
写真は中心メンバーの皆さん

月に２回、第２・４月曜日にボランティアで草取りなど
の作業を行っている

Shimabara City

災
害
跡
地
に

た
く
ま
し
く
咲
く

季
節
の
花
々

そ
の
美
し
さ
に

元
気
を
も
ら
え
ま
す

表紙のはなし

『しまばら火張山花公園』

NPO法人 芝桜公園をつくる会

読者プレゼント！

P15の読者プレゼントの応募方法で、動画
の中に出てくるキーワードを書いてご応募
ください。抽選で5名様にプレゼントします

てんげ堂
「しまばら手ぬぐい」

しまばら湧水館

しまばら火張山花公園
（旧しまばら芝桜公園）

昭和初期の古民家を利用した無
料の休憩所。島原名物「かんざら
し」の手作り体験（300円。約30
分程度）を随時受け付けている
島原市新町2-122
☎0957-62-3986
（島原観光ビューロー）

鯉の泳ぐまち
観光交流センター

「清流亭」
市内周遊観光の拠点として休憩
にも情報収集にも便利なスポッ
ト。敷地内には、豊富な湧水によ
る池があり、色とりどりの錦鯉を
鑑賞できる
島原市新町2-247-1
☎0957- 64-2450

島原城
江戸時代初期に松倉重政が築い
た城。1874年に廃城となったが、
昭和30年代に天守閣などが復元
され、現在、城内にはキリシタン
の史料などが展示されている
島原市城内1-1183-1
☎0957-62-4766

武家屋敷
「武家屋敷街並み保存地区」とし
て保存されている武家屋敷は、
昔と同じように道の中央に水路
を設けており、現在、３棟が一般
に無料公開されている
島原市下の丁
☎0957-63-1087（武家屋敷売店）

がまだすドーム（雲仙岳災害記念館）
ジオと火山の体験ミュージアムが
4月1日にリニューアルオープン。
大噴火シアター映像の4K化のほ
か、「こどもジオパーク」や「ワン
ダーラボ」を新設
島原市平成町1-1
☎0957-65-5555

島
原
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島
原
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ま
だ
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島原駅

島原外港駅

島原港
平成新山

島原城

 多比良港

春夏秋冬
昨年9月にオープンした、「新鮮・
安心・安全な食べ物を島原の大
地から」をモットーにした直売
所。野菜や肉、魚はもちろん、蜂
蜜やそうめんなど地元の特産品
も充実。食堂も併設
島原市有明町湯江丁58
☎0957-60-4050

島原市

国
道

5
7
号

国
道
2
5
1
号

有明海

理事長 松本良一さん
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り
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し

ひ
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ま

も
と
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ょ
う
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10月には約６万本のひまわりが見頃を迎える

「よかテレ」でもチェック！


